
鳥取市議会

令 和 ７ 年 度



旧藩時代に因伯の印として使用された○◇の中に

小篆
しょうてん

（漢字の書体の一種）の「鳥」の字を組み入

れたものを、大正４年７月に鳥取市の市章として定

め、○は文を、◇は武を意味したものだと言われ、

組み合わせて鳥取市の発展を表現したものです。 

市 章 （大正４年７月２６日告示） 

 

 

市 の 木 （平成１７年１１月１日制定） 

 

サザンカ 

 

市 の 花  （平成１７年１１月１日制定） 

 

   らっきょうの花 

 

市 の 鳥  （平成１９年１０月１日制定） 

 

 

 

 

オオルリ 

昭和 18 年の大震災、昭和 27年の大火災で市街地の

緑をほとんど失い、潤いに欠けた都市と言われてい

ました。昭和 43年は明治 100 年に当たり、この記念

事業の一つとして、町に緑をとりもどそうと「鳥取

市の木」として同年決定されました。その後、平成

１７年１１月に市町村合併１周年を記念し新鳥取市

の木として引き継がれることとなりました。 

１０月から１１月初旬にかけて鳥取市が全国に誇

る「鳥取砂丘」を赤紫の絨毯で覆う「らっきょうの

花」は、ユリ科の多年草で、江戸時代の参勤交代の

折りに持ち帰られたのが最初とされ、今では、全国

有数の産地として鳥取市を代表する特産品のひと

つとなっています。 

鳥取市の「鳥取」の名は、水鳥を捕って朝廷に献上

する役割を担った「鳥取部（ととりべ）」が住む「鳥

取郷」に由来します。古代から鳥に縁がある鳥取市

は、市のシンボルとして「市の鳥」を平成１９年１

０月１日に制定しました。 

オオルリは、春から秋にかけて市内全域に生息して

います。特に、樗谿公園大宮池周辺、袋川・佐治川・

河内川などの市内各河川の上流域でよく見かけら

れます。 
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【鳥取市の経度・緯度】
東経 

北緯 
　　　　

765.31 ｋ㎡
266.63 ｋ㎡
31.26 ｋ㎡

146.76 ｋ㎡
　　市街化区域
　　市街化調整区域

２．地　勢

　　都市計画区域

３．気　候

４．面　積

１．位　置

　　鳥取市の行政区域

　市域は、東は岩美町及び一部兵庫県、西は湯梨浜町及び三朝町、南は八頭町、智頭町及び
一部岡山県と接しており、北は日本海に面している。地形的には、県東部を北流して日本海に注
ぐ県内三大河川の一つ、千代川が南北を縦断しており、この下流域に開けた鳥取平野のほぼ全
域と、日本海沿岸に発達した海岸砂丘、中国山地に連なる山々とからなる。

　冬季の積雪と年間降水日数が多いことに特徴があるが、沖合を流れる対馬暖流の影響により、
冬季も比較的温暖である。年間の降雪日数は約40日であり、多いときには50～70㎝程度の積雪
を見ることもある。

Ⅰ　市　の　概　況

　鳥取県の東北部に位置し、岡山、姫路からは100㎞、神戸、大阪、京都からは150㎞の圏域にあ
る。また、ロシア、中国、韓国のいずれの国とも距離的に近く、ナホトカより880㎞、釜山より480㎞
と、対岸貿易を行うのに、極めて有利な位置にある。

134°26′27″（東端）　
133°56′46″（西端）　
35°16′17″（南端）　
35°34′22″（北端）　

鳥取県市町村地図（４市１４町１村）
※合併区域については、旧町村名で表示

鳥取市
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５．市制施行  

　明治２２年１０月１日（全国で３６番目）

６．人口・世帯数

　総人口の推移（国勢調査） 

鳥取市総務課統計係資料

男　　性 85,935 人
女　　性 92,075 人
合　　計 178,010 人

人口密度 233 人／ｋ㎡

世 帯 数 81,891 世帯

７．就業者数（国勢調査）

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年
73,688 103,039 99,613 96,023 93,021 89,928
4,242 8,014 7,419 5,321 5,219 4,085

農 業 3,952 7,501 7,037 4,881 4,749 3,817
林 業 71 175 100 216 240 268
漁 業 219 338 282 224 230 173

21,820 31,642 25,616 20,825 19,037 18,149
鉱業、採石業、砂利採取業 21 64 25 16 14 14
建 設 業 7,088 11,519 9,655 7,136 7,149 6,760
製 造 業 14,711 20,059 15,936 13,673 11,874 11,375

47,339 62,754 64,934 61,790 64,810 63,908
電気・ガス・熱供給・水道業 481 601 506 469 519 475
情 報 通 信 業 － － 1,280 1,338 1,506 1,553
運 輸 業 、 通 信 業 3,353 4,252 － － － －
運 輸 業 、 郵 便 業 － － 3,018 3,203 3,192 2,994
卸 売 業 、 小 売 業 17,115 21,324 16,675 14,303 13,783 13,242
金 融 業 、 保 険 業 2,762 3,077 2,706 2,724 2,745 2,629
不動産業、物品賃貸業 494 558 682 1,022 1,145 1,162
学術研究、専門・技術サービス業 － － － 2,437 2,604 2,257
宿泊業、飲食サービス業 － － 4,704 5,026 4,904 4,522
生活関連サービス業、娯楽業 － － － 3,293 3,183 2,902
教育、学習支援業 － － 5,769 5,567 5,703 5,833
医 療 、 福 祉 － － 9,720 11,393 13,665 14,466
複合サー ビ ス 事業 － － 1,548 770 839 731
サ ー ビ ス 業 19,494 27,760 12,952 5,297 5,980 5,942
公 務 3,640 5,182 5,374 4,948 5,042 5,200

287 629 1,644 8,087 3,955 3,613
※平成１２年以降は、合併町村を含む合計値。
※平成１７年国勢調査より産業分類再編。

R7.3.31現在住基人口・世帯数

内

訳

第 ２ 次 産 業

第 １ 次 産 業
就 業 者 数

区 分

分 類 不 能 の 産 業

第 ３ 次 産 業

113,151
122,312

131,060137,060
142,467146,330

150,439

201,740197,449193,717188,465

30,81935,348
39,28841,64245,311

48,84053,324

72,35373,28875,94177,029

S45 S50 S55 S60 H02 H07 H12 H17 H22 H27 R02

人口 世帯数
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８．歴史的背景

　日本一の鳥取大砂丘を有する「鳥取市」は、中国山地から日本海へ北流する千代川流域にひ

らけた鳥取平野に、古く城下町として生まれ、江戸時代は、鳥取藩池田家32万石の城下町として

栄えた。

　明治22年10月１日市制を施行し、以来、県都として、また、山陰地方東部の中核都市として、政

治、経済、文化の中心となり発展をしてきた。

　大正時代の千代川の度重なる氾濫、昭和18年の鳥取大地震、昭和27年の鳥取大火など幾度

となく大災害に見舞われたが、その都度粘り強い市民の精神力と努力により立ち直ってきた。

　その後、都市の近代化に積極的に取り組み、昭和53年に鳥取駅高架事業が、昭和55年には

鳥取駅前土地区画整理事業が完成し、鳥取駅周辺の整備を行ったほか、平成11年３月には、

産・学と調和のとれた住環境である鳥取新都市（つのいニュータウン）開発整備事業が完了し

た。

　交通網の整備については、昭和42年の鳥取空港の完成、平成６年12月の智頭線の開通により

首都圏や近畿圏とのアクセスが短縮された。平成25年３月に鳥取自動車道が全線開通し、待望

の高速道路時代を迎えた。さらに令和元年５月には鳥取西道路が全線開通し、鳥取市は広域的

な地域間の連携交流の活性化と雇用の拡大に取り組んでいる。また、平成22年10月に山陰海

岸ジオパークが世界ジオパークに認定されたこと、平成24年４月には世界初の全天候型砂像展

示専門美術館「鳥取砂丘　砂の美術館」を開設したことなどを背景に、本市の知名度が高まるさ

まざまな取り組みを進めている。

　産業の振興については、地域産業の振興や企業誘致、二十世紀梨や松葉ガニ、砂丘らっきょ

うなどの特産品を産する農林業の振興にも積極的に取り組んでいる。

　さらに、高齢化社会への対応として社会福祉施設等の整備・充実、文化施設として世界のおも

ちゃなどを展示した「わらべ館」及び鳥取市歴史博物館「やまびこ館」を整備したほか、教育面に

おいては平成13年４月環境をテーマとした鳥取環境大学が開学した。同大学は、平成24年４月

に県と市の共同設立による公立大学へ移行し、あわせて山陰初の経営学部が設置され、環境学

部との2学部体制となった。また、平成27年４月には新たな看護師等養成機関として鳥取市医療

看護専門学校が開学した。

　平成16年11月１日、鳥取県東部の６町２村との市町村合併により、山陰地方で初めて20万人を

超え、さらに平成17年10月１日には、特例市となった｡

　平成30年４月１日には中核市に移行し、併せて、県東部４町、兵庫県北但馬２町で構成する連

携中枢都市圏を形成した。

　令和元年11月５日、将来にわたり防災、市民サービス、市民交流の拠点となり、山陰東部圏域

の一体的な発展の礎となる役割を担う新本庁舎が全面開庁し、より一層活気と魅力あるまちづく

りを推進している。

　令和３年４月に第11次鳥取市総合計画を策定し、まちづくりの目標である「いつまでも暮らした

い、誰もが暮らしたくなる、自信と誇り、夢と希望に満ちた鳥取市」の実現をめざしている。
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時代 西暦 年号

戦 1545 天文14 　山名誠通 久松山に築城（因幡民談記による）

国 1573 天正元 　山名豊国 天守櫓築城（城下町鳥取誕生）

安土桃山 1581 天正 9 　吉川経家 羽柴秀吉鳥取城包囲により落城

江 1617 元和 3 　池田光政 姫路より城主として入城（32万石）

1632 寛永 9 　池田光仲 岡山より城主として入城（池田家初代）

戸 1867 慶応 3 　池田慶徳 大政奉還（12代）

1889 明治22 　市制施行

明 1896 　　  29 　鳥取40連隊設置

治 1907 　　  40 　仁風閣建築（皇太子を迎える）

1912 　　  45 　山陰鉄道 京都～出雲間（現在の山陰本線）全通

1912 大正元 　千代川氾濫による大洪水

大 1915 　　　 ４ 　上水道供給開始

1918 　　　 ７ 　千代川氾濫による大洪水

1921 　　 10 　鳥取高等農学校（現在の鳥取大学農学部）開校

正 1923 　　 12 　千代川氾濫による大洪水

1925 　　 14 　駅前に温泉湧出

1930 昭和 5 　千代川の大改修完成

1943 　　 18 　鳥取大地震（M.7.2 死者1,025人）

1949 　　 24 　鳥取大学発足

昭 1952 　　 27 　鳥取大火災（焼失面積1.6ｋ㎡）

1953 　　 28 　15村合併により市の行政基盤固まる（人口63千人から99千人へ）

1955 　　 30 　鳥取砂丘天然記念物に指定

1963 　　 38 　　 〃　 国立公園に指定

1964 　　 39 　市庁舎完成、釧路市と姉妹都市提携

1967 　　 42 　鳥取空港完成

1972 　　 47 　姫路市と姉妹都市提携

1978 　　 53 　鳥取駅高架化完成

1985 　   60 　鳥取南バイパス、駅南広場完成、ジェット機就航

和 　第40回国体（わかとり国体）開催

1986 　 　61 　鳥取港一部供用開始

1988 　　 63 　鳥取市人口14万人突破（7月23日）

　鳥取テレトピア情報提供開始

1989 平成元 　市制施行100周年、'89鳥取･世界おもちゃ博覧会開催

　市第２庁舎開庁

　つのいニュータウン住宅地分譲開始

1990 　　　２ 　韓国･清州市と姉妹都市提携

平 　さざんか会館（福祉拠点）竣工

1991 ３ 　鳥取砂丘の草原化対策に着手（除草実験・松の抜去）

　障害者デイサービス開始

　神谷清掃工場竣工

1992 　　　４ 　「生涯学習推進構想」策定

1993 　　　５ 　老人保健施設「やすらぎ」開設

成 　重度障害者雇用事業所（千代三洋工業株式会社）開設

1994 　　　６ 　ＣＡＴＶによる市議会中継開始

　あらゆる差別をなくする条例制定

1994 　　　６ 　市議会議員定数削減後の初選挙（３６→３２人）

　智頭急行開業

 鳥　取　市　の　あ　ゆ　み　　　
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時代 西暦 年号

1995 　　　７ 　岩国市と姉妹都市提携

　市立病院竣工

　養護老人ホーム「なごみ苑」開設

　鳥取世界おもちゃ館「わらべ館」開館

　市営サッカー場「バードスタジアム」開設

　全国高等学校総合体育大会開催

1996 　　　８ 　知的障害者福祉工場（ウィズユー千代工場）開設

1997 　　　９ 　学習・交流センター鳥取開設

　安蔵森林公園竣工

　東部広域リファーレンいなば開設

　インターネットホームページ開設

1998 　　 10 　市民活動等保険運用開始

1999 　　 11 　農村型ＣＡＴＶ開設（市内全域がＣＡＴＶのエリアに）

　ファミリー・サポートセンター設立

2000 　　 12 　鳥取市歴史博物館「やまびこ館」開館

2001 　　 13 　鳥取市人口１５万人突破（１月１２日）

　鳥取環境大学開校（公設民営方式）

  鳥取市障害者福祉センター「さわやか会館」開館

2002 　   14 　鳥取市男女共同参画センター「輝なんせ鳥取」開設

2003 　 　15 　個人情報保護制度スタート

　市民活動推進センター「アクティブとっとり」開設

　一般質問　一問一答制本格導入

2004 　 　16

　市議会議員増員選挙

2005 17

2006 　 　18 　砂丘に「砂の美術館」開設、第１期展示

2007 　 　19 　鳥取市教育センター開設

2008 　 　20

2009 　 　21 　中国横断自動車道姫路鳥取線（智頭～河原間）開通

2010 22

2011 23

平

成

　殿ダム竣工

　第31回全国豊かな海づくり大会開催

　中国横断自動車道姫路鳥取線　鳥取県内全区間　開通

  鹿野往来交流館竣工

　山陰海岸ジオパークが「世界ジオパークネットワーク」への加盟を認定

　江山浄水場全面供用開始

　食のみやこ鳥取県販売拠点施設「わったいな」開設

　新鳥取市広域ケーブルテレビ網完成

　新市域初の市議会議員選挙（36人）

　病後児保育施設「にじっこルーム」が市立病院内に開設

　鳥取市自治基本条例施行

　湖南学園（中国地方初の小中一貫校）開校

　２００９鳥取・因幡の祭典　世界砂像フェスティバル　来場者３５万人突破

　白兎と河原の２箇所の「道の駅」開設

　 国府町、福部村、河原町、用瀬町、佐治村、気高町、鹿野町及び青谷町を編入合併

 鳥　取　市　の　あ　ゆ　み　　　

　パレットとっとり開設

　山陰初特例市へ移行

　郡山市と姉妹都市提携

　市駅南庁舎開庁

　鳥取中央図書館開設
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時代 西暦 年号

2012 24 　鳥取環境大学公立大学法人化

　世界初となる全天候型「砂の美術館」を開館

　市庁舎整備に関する住民投票の実施

2013 25 　鳥取自動車道全線開通

　鳥取市若葉台スポーツセンター開設

 　開閉式大屋根・芝生広場を持つ新空間「バード・ハット」が完成

　全国都市緑化とっとりフェア開催

　いかり原太陽光発電施設が稼働開始

　山陰近畿自動車道駟馳山バイパス開通

2014 26 　鳥取市議会初の取り組み「議会報告会」の開催

　鳥取市議会議員定数削減後の初選挙（３６人→３２人）

2015 27 　鳥取市医療看護専門学校開学

2016 28 　福部未来学園(県内初の幼小中一貫校）開校

　鳥取市地酒で乾杯条例を制定

　鳥取県中部地震が発生　鳥取西地域（青谷・鹿野地域）で震度５強を観測

2017 29 　関西情報発信拠点「麒麟のまち」開設

　鳥取市議会基本条例を制定

　第４回議会報告会と併せて意見交換会（Ｔａｌｋ　Ｃａｆｅ）を開催

2018 30 　中核市へ移行

　鳥取市保健所開設

　平成30年７月豪雨が発生、鳥取県に大雨特別警報発令

2019 元

　市庁舎完成、尚徳町から幸町へ移転

2020 ２

　新型コロナウイルス感染症が広がり、市民生活に甚大な影響

2021 ３

2022 ４ 　本会議中継映像に手話通訳と字幕表示を導入

2023 ５ 　新可燃物処理施設「リンピアいなば」本稼働

2024 6 　青谷かみじち史跡公園がオープン

平

成

令

和

  史跡鳥取城跡中ノ御門表門竣工

  「SDGs未来都市」に鳥取市が選定

　第36回全国健康福祉祭(ねんりんピック)が盛大に開催

　麒麟のまち圏域に伝わる伝統芸能「因幡・但馬の麒麟獅子舞」が、国の重
要無形民俗文化財に指定

　全市域で超高速光インターネットが利用可能となる光ファイバーケーブル
による超高速情報通信網の整備

 鳥　取　市　の　あ　ゆ　み　　　

　『日本海の風が生んだ絶景と秘境―幸せを呼ぶ霊獣・麒麟が舞う大地「因
幡・但馬」』が日本遺産に認定

　県東部１市４町と新温泉町で「因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏」を形成

　賀露・青谷が日本遺産『荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前
船寄港地・船主集落～』に追加認定

　山陰道鳥取西道路が全線開通、また、浜村鹿野温泉ICの隣地に道の駅
「西いなば気楽里（きらり）」オープン

　台風第７号の影響により佐治地域などで激甚災害に指定される災害が発
生
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１．議員　

　（１）条例定数 　　  　32人

　（２）現員数　　　　31人

　（３）党派別議員数 （単位：人）

　　　

　（４）会派別議員数（R7.4.1） （単位：人）

64.3 歳)

　（６）当選回数別議員数 （単位：人）

1 2 3 4 5 6 7 8

7 4 9 7 2 1 0 1

　（７）任期 令和4年12月17日～令和8年12月16日

２．常任委員会

　（１）所管事項・定数 （単位：人）

　（２）委員会の傍聴について 原則公開

３．議会運営委員会

　（１）定数 ９人

　（２）開催時期

　（３）委員会の傍聴について 原則公開

定例会招集日のおおむね1ヶ月前及び1週間前、臨時会招集日の
1週間前、また、必要に応じ随時開催する。

文教経済委員会 8
経済観光部、農林水産部、教育委員会及び農業委員会の所
管に属する事項

建設水道委員会

8
総務部、危機管理部、企画推進部、市民生活部、選挙管理委
員会、監査委員及び公平委員会の所管に属する事項並びに
他の常任委員会の所管に属しない事項

福祉保健委員会 8 福祉部、健康こども部及び病院事業の所管に属する事項

当選回数

議 員 数

委員会名 定数 所管事項　

総務企画委員会

(平均年齢議員数 1 2 3

　　（５）年齢別議員数（R7.4.1現在）

15 10

年　齢 30～39歳

11 5 4議員数

（単位：人）

3 2

5 3 2 1党員数 

6

会派 会派新生 公明党 会派未来ネット

Ⅱ　　議　　　　会

党派 公明党 共産党 自民党 立憲民主党 無所属

無所属

20

8 都市整備部、下水道部及び水道事業の所管に属する事項

40～49歳50～59歳60～69歳70歳以上

開政共産党
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４．特別委員会

令和７年４月１日時点では設置されておりません。

５．諸会議

６．一般質問・質疑・討論

　（１）一般質問を行う時期

　　おおむね開会日３～４日目から５日間程度

　　　（２）一般質問の形態

 　　２月議会・・・・・・・・・・・・・代表質問及び各個質問制

 　　６・９・12月議会・・・・・・・・各個質問制

　（３）発言通告期限

 　　一般質問・・・・・・・・・・・・おおむね開会日３日前の正午まで（休日は除く）

 　　質疑・・・・・・・・・・・・・・・・おおむね質疑日２日前の正午まで（休日は除く）

 　　討論・・・・・・・・・・・・・・・・おおむね討論日の前日の正午まで（休日は除く）

　（４）質問者の数 制限無し

　（５）発言時間（代表質問については2月定例会）

 　　一般質問・・・・・・・・・・・・代表質問制・・・【会派均等割(10分)＋（5分×会派人数）以内】

各個質問制・・・【質問のみ20分以内】　＊2月議会は質問のみ15分以内

 　　質疑・討論・・・・・・・・・・・制限無し

　（６）発言回数

　　代表質問制・・・・・・・・・・・代表者3回まで（全項目を一括質問した後、項目毎に追及質問を2回まで）

　　各個質問制・・・・・・・・・・・制限なし（平成16年6月議会から一問一答制を導入）

　　質疑・・・・・・・・・・・・・・・・・３回まで

　（７）発言順位の決定方法

　　代表質問制・・・・・・・・・・・大会派順（ただし、その都度議会運営委員会で協議）

　　各個質問制・・・・・・・・・・・通告時に抽選

　　質疑・・・・・・・・・・・・・・・・・通告順

　　討論・・・・・・・・・・・・・・・・・反対討論・賛成討論を交互に

　（８）発言通告の内容

　　質問及び質疑・・・・・・・・・項目及び要旨

　　討論・・・・・・・・・・・・・・・・・賛否・項目・要旨

（単位：人）

会議名 定数 設置目的　

全 員 協 議 会 32 議会運営その他について協議するため

議 会 広 報
広 聴 委 員 会

8
議会の情報を広く市民に提供し、及び市民の意見を聴き市政に反映さ
せることにより、開かれた議会の推進を図るため

議 会 改 革
検 討 委 員 会

9
市民に、より信頼され開かれた議会を目指し、議会改革に係る調査研
究及び提言を行うため

提案説明 → 休会 → 一般質問 → 質疑 → 委員会付託 → 委員会審査 → 委員長報
告
→ 討論 → 採決

【参考】定例会の流れ

提案説明 → 休会 → 一般質問 → 質疑 → 委員会付託 → 委員会審査 → 委員長報
告 → 討論 → 採決

【参考】定例会の流れ
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　（９）反問権の付与（平成２７年１２月定例会より）

反問の内容・・・・・ 質問・質疑等の趣旨、内容、背景、根拠の確認

反問権の行使・・・ 執行部の市長、副市長、部長等答弁を行う者

７．予算・決算の審査

　（１）予算

　（２）決算

８．議案件数と内容

【市長提出議案(令和６年中)】

【議員・委員会提出議案(令和６年中)】

９．請願・陳情

　（１）請願
　議会招集日の前日までに受理されたものをその議会（原則として定例会）に付議する。

　本会議で、請願文書表を配付し、所管の委員会に付託し審査する。

　（２）陳情

　議会招集日の前日までに受理されたものを所管の委員会で審査する。

　本会議での審査報告は行わない。

　（３）令和６年中に提出された請願・陳情の審査結果（審議状況）

　（１）議会刊行物

議 会 報

議会概要

市政の概要

（単位：件）

計

7

8

採択

録音データ反訳・印刷を業者に委託（事務
局で校正）次期定例会までに配布

人事 合計

条例・会議規則 意見書・決議 動議 合計

　当初予算は全議員で構成する予算審査特別委員会へ一括付託、補正予算は所管の常任
委員会へ分割付託する。

　決算議案は９月定例会に上程、議会選出監査委員（1人）を除く全議員で構成する決算審
査特別委員会へ一括付託し、９月定例会会期中に審査している。

43 66 47 13 169

条例 予算・決算 その他

3 10 0 2

その他

15

　委員会において請願の審査を終了したときは、議長に審査報告書を提出し、本会議で委員
会報告・質疑・採決を行う。

0

陳情

不採択 審議未了 継続審査 取り下げ

発行回数

2

編集方法等

0 0 0

部数 規格

１０．情報公開の取り組み　

刊行物

A4版
議員、各部局庶
務担当課等

請願 3 4 0

年1回

10部会 議 録 年4回

各部課（局）で原稿作成、事務局が原稿を
編集

年4回 63,930部 A4版

A4版 視察市等 事務局が原稿を作成

年1回 100部

市内全世帯（行
政広報に折り込
み）、 交際市等

議会広報広聴委員会で掲載内容、レイア
ウト等を協議し、事務局で原稿を作成（掲
載項目の選択は広報広聴委員が行う）

0

配布先

図書館等A4版

100部

6
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　（２）議会ホームページ

　　鳥取市ホームページ内に議会ホームページを開設し、議会に関する各種情報を提供

　（３）議会中継（平成６年３月定例会より）

　　・生中継

　　平成26年５月から放送内容を拡大し、ＣＡＴＶ、インターネットで本会議の全日程を放送

　　（従来は、本会議のうち当初予算の提案説明と毎定例会の一般質問をＣＡＴＶで生中継）

　　平成29年６月からインターネット放送のスマートフォン対応開始

　　令和４年９月から中継映像に手話通訳を表示、インターネット中継では字幕表示を選択できる

　　ようにし、傍聴席には字幕が表示されるモニターを設置

　　・録画放送

　　ＣＡＴＶ・・・本会議当日の午後６時から

　　インターネット・・・本会議の約３日後から放送

　（４）ＳＮＳ

　　令和２年12月に鳥取市議会公式Facebookを開設し、議会の開催日程等の情報を提供

　（５）情報公開条例（平成11年10月１日施行）に基づき実施

　　

１１．議会事務局　

　（１）現員数 10 人

　（２）組織

１２．議会図書室

　（１）蔵書数 約1,100冊

その他（定期購読誌、各種新聞、議会中継録画ＤＶＤ等）

１３．報酬・費用弁償等

　（１）議員報酬（例月・期末）
●月額報酬 （単位：円） ●期末手当 〔参考〕

支給月

6月

12月

　（２）旅費　
●上限額 ●宿泊費基準額

委員会行政視察

　　 議会運営委員会

　　 特別委員会

     常任委員会

　（３）費用弁償

　　支給しない。

　（４）政務活動費（平成13年３月23日条例制定、平成25年３月１日条例一部改正）

　　1人月額30,000円（年額360,000円）、半期ごとに会派又は会派に属さない議員に交付する。

＊夕朝食等経費

（単位：円）

27,000

（単位：円）

役職 月額 内訳 役職 月額

議 　長

副議長 513,000 報酬月額×145÷100×1.725 副市長 850,000

金額 宿泊先 金額(上限額)

584,000 報酬月額×145÷100×1.725 市 　長 1,026,000

（単位：円）

東京都　など

大阪府　など

160,000 鳥取県　など 11,000

議 　員 475,000 教育長 722,000

視察項目別

*上記の金額は一人当たりの上限額

160,000 ＊宿泊基準額は、都道府県ごとに設定

宿泊手当 2,400

160,000 18,000

局長 局次長 局長補佐
兼庶務係長

庶務係（1人）

調査係（1人）

議事係（4人）

参事
兼調査係長
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１４．行政視察受入状況
令和６年度
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 ２月定例会

日 曜日 議　事　日　程 日 曜日 議　事　日　程

2/20 火 開会･会期の決定･提案説明・予算審査特別委員会設置 6/4 火 開会･会期の決定･提案説明

21 水 議　案　調　査 5 水 議　案　調　査

22 木 一 般 質 問（代表質問） 6 木 一　　般　　質　　問

23 金 休　　　　　　　会 7 金 一　　般　　質　　問

24 土 休　　　　　　　会 8 土 休　　　　　　　　会

25 日 休　　　　　　　会 9 日 休　　　　　　　　会

26 月  一般質問（代表質問）先議分質疑･委員会付託 10 月 委　　　 員　　　 会

27 火 委員会（先議審査・議案説明）・予算審査分科会 11 火 委　　　 員　　　 会

28 水 委員会（先議審査・議案説明）・予算審査分科会 12 水 委　　　 員　　　 会

29 木 委員会（先議審査・議案説明）・予算審査分科会 13 木 一　　般　　質　　問

3/1 金 委員会（先議審査・議案説明）・予算審査分科会 14 金 一　　般　　質　　問

2 土 休　　　　　　　会 15 土 休　　　　　　　　会

3 日 休　　　　　　　会 16 日 休　　　　　　　　会

4 月 委員会（先議審査・議案説明）・予算審査分科会 17 月  一般質問・追加提案・質疑 ・ 委員会付託

5 火 先議(委員長報告･討論･採決)・一 般 質 問（各個質問） 18 火 委　　　 員　　　 会

6 水 一般質問（各個質問） 19 水 委　　　 員　　　 会

7 木 一般質問（各個質問） 20 木 委　　　 員　　　 会

8 金  一般質問（各個質問）・追加提案・質疑・委員会付託 21 金 委員長報告･討論･採決･閉会

9 土 休　　　　　　　会 計 １８日間

10 日 休　　　　　　　会

11 月 予算審査特別委員会

12 火 委員会・予算審査分科会

13 水 委員会・予算審査分科会

14 木 委員会・予算審査分科会

15 金 委員会・予算審査分科会

16 土 休　　　　　　　会

17 日 休　　　　　　　会

18 月 委員会・予算審査分科会

19 火 委員会・予算審査分科会

20 水 休　　　　　　　会

21 木 予算審査特別委員会

22 金 予算審査特別委員会

23 土 休　　　　　　　　会

24 日 休　　　　　　　会

25 月 委員長報告･討論･採決･閉会

計 35日間　

１５.本会議の開催状況

令和６年

 ６月定例会
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 ９月定例会  １２月定例会

日 曜日 議　事　日　程 日 曜日 議　事　日　程

9/2 月 開会･会期の決定･提案説明・決算審査特別委員会設置 12/3 火 開会･会期の決定･提案説明

3 火 議　案　調　査 4 水 議　案　調　査

4 水 一　般　質　問 5 木 一　　般　　質　　問

5 木 一　般　質　問 6 金 一　　般　　質　　問

6 金 委　　員　　会 7 土 休　　　　　　　　会

7 土 休　　　　　会 8 日 休　　　　　　　　会

8 日 休　　　　　会 9 月 委　　　 員　　　 会

9 月 委　　員　　会 10 火 委　　　 員　　　 会

10 火 休　　　　　会 11 水 委　　　 員　　　 会

11 水 委　　員　　会 12 木 一　　般　　質　　問

12 木 一　般　質　問 13 金 一　　般　　質　　問

13 金 決算審査特別委員会 14 土 休　　　　　　　　会

14 土 休　　　　　会 15 日 休　　　　　　　　会

15 日 休　　　　　会 16 月 一般質問・追加提案・質疑・委員会付託

16 月 休　　　　　会 17 火 委　　　 員　　　 会

17 火 一　般　質　問 18 水 委　　　 員　　　 会

18 水 一般質問・追加提案・質疑・委員会付託 19 木 委　　　 員　　　 会

19 木 委　　員　　会 20 金 委員長報告･討論･採決･閉会

20 金 委　　員　　会 計 １８日間

21 土 休　　　　　会

22 日 休　　　　　会

23 月 休　　　　　会

24 火 委　　員　　会

25 水 委員長報告・討論・採決（決算認定除く）

決算審査特別委員会

26 木 決算審査特別委員会

27 金 決算審査分科会

28 土 休　　　　　会

29 日 休　　　　　会

30 月 決算審査分科会

10/1 火 決算審査分科会

2 水 決算審査分科会

3 木 決算審査特別委員会

4 金 決算審査特別委員会

5 土 休　　　　　会

6 日 休　　　　　会

7 月 委員長報告・討論・採決・閉会

計 36日間 
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１６.議員名簿　

総務 福祉 文教 建設
広報
広聴

改革

1 柳 □ □ □ 大 □ 地 1 無   ● ●

2 　 　

3 岡 □ 田 □ □ □ 実 1 無 ●

4 坂 □ 根 □ 政 □ 代 1 無 ●

5 水 □ 口 □ □ □ 誠 1 公 ● ● ●

6 谷 □ 口 □ 明 □ 子 1 公 副

7 西 □ 尾 □ 彰 □ 仁 1 新 ● ●

8 中 □ 山 □ 明 □ 保 1 新 副 ● ●

9 雲 □ 坂 □ □ □ 衛 3 無 ●

10 加 □ 嶋 □ 辰 □ 史 2 開 副 ● ● ●

11 金 □ 田 □ 靖 □ 典 2 共 ● ●

12 岩 □ 永 □ 安 □ 子 3 共 ● 副

13 勝 □ 田 □ 鮮 □ 二 3 未 正 ● ●

14 米 □ 村 □ 京 □ 子 3 未 ● ●

15 浅 □ 野 □ 博 □ 文 2 公 ● 副 ● ●

16 加 □ 藤 □ 茂 □ 樹 2 新 正 正

17 吉 □ 野 □ 恭 □ 介 3 新 正 ●

18 星 □ 見 □ 健 □ 蔵 3 新 ● ● ●

19 魚 □ 﨑 □ □ □ 勇 3 新 ● ●

20 西 □ 村 □ 紳 一 郎 3 新 ● ●

21 足 □ 立 □ 考 □ 史 3 無 ●

22 太 □ 田 □ □ □  4 無 ●

23 吉 □ 田 □ 博 □ 幸 6 開 ●

24 伊 □ 藤 □ 幾 □ 子 5 共 副 ● ●

25 秋 □ 山 □ 智 □ 博 4 未 ● ● 副

26 長 □ 坂 □ 則 □ 翁 5 未 ● ●

27 石 □ 田 □ 憲 太 郎 4 公 正 ●

28 平 □ 野 □ 真 理 子 4 公 ● ●

29 岡 □ 田 □ 信 □ 俊 4 新 ● ●

30 寺 □ 坂 □ 寛 □ 夫 4 新 ● 正 正

31 砂 □ 田 □ 典 □ 男 4 新 ● ● ● ●

32 上 □ 杉 □ 栄 □ 一 8 新 ● ● ●
8

※ （会派） （常任委員会） （特別委員会）

新－会派新生 総務－総務企画委員会

公－公明党 福祉－福祉保健委員会

未ー会派未来ネット 文教－文教経済委員会 （協議の場）

共－共産党 建設－建設水道委員会 広報広聴－議会広報広聴委員会

開－開政 改革－議会改革検討委員会

無－無所属 議運－議会運営委員会

東部広域－鳥取県東部広域行政管理組合議会

正－委員長　副－副委員長

常任委員会
議運

協議の場
東部
広域

議　長　　星　見　健　蔵
副議長　　長　坂　則　翁

議席 氏　　　名 期数 会派
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１.　令和７年度主要施策

　市長公約と明るい未来プランの推進

(1)　人を大切にするまち

②地域食堂ネットワークの事務局機能を強化（1名→2名）（1,000万円）

③児童生徒支援や不登校対策などの充実（特別支援教育支援員70→76名、SSW9名）（２億7,174万円）

④地域の「話し愛・支え愛」推進事業（2地区）（3,379万円）

⑤身寄りのない高齢者などを支える持続可能な権利擁護支援モデル事業（500万円）

(2)　安心・安全なまち

①危険ため池の廃止（菖蒲谷池（生山）ほか）（2,460万円）、治水対策事業（糸谷川（国府町糸谷）ほか）（1億5,999万円）

②ＡＩなどの画像診断により優先度に基づいた道路修繕を行うシステム構築（3,970万円）

③制度融資（107億8,396万円）、利子補助金（2億7,103万円）

④地震による住宅火災を防ぐ感震ブレーカーの設置支援（400万円）

⑤高齢者世帯の住宅の防犯対策（カメラ付きドアホン、防犯カメラなど）を支援（304万円）

⑥帯状疱疹予防接種の定期接種化など各種の予防接種実施（9億5,191万円）

①小児（18歳に達した年度末まで）の医療費無償化（R6～）（9億3,933万円）

②「こども誰でも通園制度」の拡充（公立、私立保育園）（1億3,516万円）

③ＪＲ山陰本線の交通系ICカード（ICOCA）エリア拡大に併せた市内路線バスの環境整備（7,230万円）

④市立学校における民間プール活用モデル事業など（３校程度）（1,466万円）

⑤とっとり・つながりインフルエンサー創出、短期アルバイトと地域を繋ぐ関係人口創出【若手PT提案】（122万円）

⑥地域の拠点づくりやブランド品開発などの取り組みへの支援（国府・神護地区）（1,250万円）

①施設の配置計画や整備手法などを盛り込んだ「鳥取駅周辺再生整備計画」の策定など（8,608万円）

②武道館の空調設置実施設計（1,300万円）、インターハイの実施（相撲、ホッケー）（2,922万円）

③「鳥の劇場」、「舞台芸術」を活かした人材育成、交流促進への補助（3,245万円）

④地域資源の活用に向けた企業誘致調査【若手PT提案】（383万円）

⑤鳥取城跡保存修理事業（二ノ丸三階櫓台下整備計画策定、中ノ御門番人小屋等実施設計ほか）（1億5,527万円）

①防災・安全交付金を活用した道路改良、橋梁点検・修繕など（7億6,230万円）

②保育所・認定こども園の増改築整備への補助（のぞみ保育園、さとにこども園など）（4億871万円）

③地域の防災拠点となる国府町総合支所・青谷町総合支所の大規模改修（5億8,308万円）

④旧本庁舎跡地（まちなか交流広場）の整備（4億7,704万円）、神谷清掃工場の解体（6億788万円）

⑤気高地域新設統合小学校整備（基本設計ほか）（4,011万円）、河原町コミュニティセンター実施設計（6,498万円）

⑥第一・湖東学校給食センターを統合した学校給食センターの整備（令和９年度供用開始予定）（19億1,398万円）

（１月・２月補正前倒し分）
国1次補正（美保球場スコアボード更新、国土調査、高性能林業機械の導入支援、道路整備など）（９事業、5億2,532万円）

Ⅲ　行　　　政

(3)　暮らしやすく住み続けたいまち

　普通建設事業

(4)　にぎわいあふれ元気なまち

①災害緊急情報を一元的に配信するシステムの導入（9,997万円）、電子地図システムの機能強化（633万円）

≪地方創生2.0（新しい地方経済・生活環境創生交付金の新規活用）≫
避難所環境の改善を図るための経費（簡易ベッド、ポータブル電源、小中学校緊急開錠システム整備ほか）（7,903万円）

≪地方創生2.0（新しい地方経済・生活環境創生交付金の新規活用）≫
インバウンド誘致で切り拓く麒麟のまち圏域の未来創造事業【若手PT提案】（受入体制整備ほか）（1億5,182万円）
鳥取市まちなかビジネス・コミュニティ拠点整備事業（鳥取駅北でのサテライトオフィス整備ほか）（1億8,040万円）
地域資源で未来につなげる！「とっとり」農林水産業魅力創出事業（販路拡大、農地の維持・再生）（6,823万円）
鳥取型デジタル人材育成・活用プログラム実践事業【若手PT提案】（デジタル人材育成、リモート人材確保）（1,593万円）

　災害復旧

①令和５年台風第７号で被害を受けた道路、農地、農業用施設、林道などの災害復旧（7億9,463万円）
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２. 令和７年度予算【総括表】   

（単位：千円）

令和７年度
（当初）

構成比 伸　率
令和６年度

（当初）
構成比

186,845,571 100.0 1.5 184,026,046 100.0

110,200,000 59.0 2.6 107,400,000 58.4

40,540,299 21.7 △ 0.3 40,663,141 22.1

土地区画整理費 42,061 0.0 1.5 41,455 0.0

公設地方卸売市場事業費     115,293 0.1 193.5 39,280 0.0

国民健康保険費 17,787,413 9.5 △ 0.6 17,900,768 9.7

高齢者･障害者住宅整備資金貸付事業費 0 0.0 △ 100.0 5,921 0.0

土地取得費 2,455 0.0 3564.2 67 0.0

墓苑事業費 30,506 0.0 2.6 29,732 0.0

介護保険費 19,321,776 10.3 △ 0.7 19,449,422 10.6

財産区管理事業費 12,139 0.0 △ 1.0 12,264 0.0

温泉事業費 45,516 0.0 △ 0.3 45,631 0.0

観光施設運営事業費 18,339 0.0 12.8 16,259 0.0

後期高齢者医療費 3,124,706 1.7 3.0 3,032,471 1.6

電気事業費 26,787 0.0 △ 30.3 38,426 0.0

母子父子寡婦福祉資金貸付事業費 13,308 0.0 △ 74.1 51,445 0.0

36,105,272 19.3 0.4 35,962,905 19.5

水道事業 8,746,117 4.7 △ 4.8 9,185,293 5.0

工業用水道事業 5,034 0.0 △ 1.0 5,086 0.0

下水道等事業 17,286,474 9.3 4.2 16,595,515 9.0

病院事業 10,067,647 5.4 △ 1.1 10,177,011 5.5

予　　算　　総　　額

 １　　一　　般　　会　　計

 ２　　特　　別　　会　　計

 ３　　企　　業　　会　　計
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３. 令和７年度予算【一般会計内訳】

（歳　　入） （単位：千円）

令和７年度
（当初）

構成比 伸　率
令和６年度

（当初）
構成比 伸　率

110,200,000 100.0 2.6 107,400,000 100.0 △ 3.0

Ⅰ． 自主財源 43,102,333 39.1 0.5 42,867,636 39.9 △ 11.0

１． 市税 24,658,155 22.4 5.6 23,356,836 21.7 4.0

２． 分担金及び負担金 369,040 0.3 △ 15.0 433,955 0.4 △ 19.4

３． 使用料及び手数料 1,025,836 0.9 △ 3.1 1,059,080 1.0 △ 21.8

４． 財産収入 127,773 0.1 △ 0.6 128,594 0.1 27.3

５． その他 16,921,529 15.4 △ 5.4 17,889,171 16.7 △ 24.6

Ⅱ． 依存財源 67,097,667 60.9 4.0 64,532,364 60.1 3.2

１． 地方交付税 25,269,382 22.9 3.6 24,395,436 22.7 17.5

２． 地方特例交付金 180,300 0.2 △ 80.4 918,991 0.9 128.8

３． その他交付金 6,802,777 6.2 8.2 6,289,543 5.9 8.7

４． 国・県支出金 27,506,008 25.0 2.6 26,819,994 25.0 33.8

５． 市債 7,339,200 6.7 20.1 6,108,400 5.7 △ 60.6

　 （１） 通常債 7,339,200 6.7 34.5 5,458,400 5.1 △ 50.0

　 （２） 特例債 0 0.0 △ 100.0 650,000 0.6 △ 85.9

（歳　　出）

令和７年度
（当初）

構成比 伸　率
令和６年度

（当初）
構成比 伸　率

110,200,000 100.0 2.6 107,400,000 100.0 △ 3.0

１． 議会費 448,973 0.4 △ 2.1 458,445 0.4 0.3

２． 総務費 12,601,115 11.4 8.8 11,584,619 10.8 29.2

３． 民生費 40,505,765 36.8 5.0 38,562,827 35.9 10.9

４． 衛生費 8,324,304 7.6 6.5 7,817,985 7.3 △ 48.1

５． 農林水産業費 3,592,393 3.3 △ 5.4 3,796,279 3.5 9.6

６． 商工費 14,134,467 12.8 △ 4.9 14,868,841 13.8 △ 25.2

７． 土木費 7,103,657 6.4 14.4 6,211,114 5.8 △ 0.2

８． 消防費 2,742,501 2.5 △ 15.3 3,236,625 3.0 18.8

９． 教育費 9,631,296 8.7 25.4 7,679,514 7.2 △ 17.5

１０． 災害復旧費 1,236,225 1.1 - 3,386,311 3.2 -

１１． 公債費 9,849,304 8.9 0.8 9,767,440 9.1 0.0

１２． 予備費 30,000 0.0 0.0 30,000 0.0 0.0

  

１． 消費的経費 67,032,304 60.8 4.3 64,238,597 59.8 11.6

　 （１） 人件費 14,020,438 12.7 5.5 13,287,120 12.4 0.9

　 （２） 維持・物件費 16,495,965 15.0 5.9 15,577,656 14.5 13.3

　 （３） 扶助費 24,477,217 22.2 4.5 23,428,263 21.8 13.5

　 （４） 補助費等 12,038,684 10.9 0.8 11,945,558 11.1 19.6

２． 投資的経費 11,125,367 10.1 14.9 9,683,309 9.0 △ 23.4

（１） 普通建設事業費 9,889,142 9.0 57.0 6,296,998 5.9 △ 50.2

　 　 （ア） 補助分 4,140,175 3.8 49.0 2,777,763 2.6 1.8

　 　 （イ） 単独分 5,550,138 5.0 67.4 3,314,543 3.1 △ 65.5

　 　 （ウ） その他 198,829 0.2 △ 2.9 204,692 0.2 △ 31.7

　 （２） 災害復旧事業費 1,236,225 1.1 - 3,386,311 3.2 -

３． 公債費 9,849,304 8.9 0.8 9,767,416 9.1 △ 0.5

４． 出資・貸付・積立金 11,336,447 10.3 △ 9.8 12,571,728 11.7 △ 34.7

５． 繰出金 10,856,578 9.9 △ 2.5 11,138,950 10.4 △ 2.8

科　　　　　　　　　目

　（目的別内訳）

　（性質別内訳）

科　　　　　　　　　目

歳　　　入　　　総　　　額

　歳　　　出　　　総　　　額
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４. 財政の主要指標
 　 （単位：千円)　

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

104,317,163 132,640,358 124,172,132 115,319,398 114,180,230

102,166,213 129,905,614 120,402,245 112,370,924 111,334,065

2,150,950 2,734,744 3,769,887 2,948,474 2,846,165

240,264 615,081 702,994 260,485 776,768

1,910,686 2,119,663 3,066,893 2,687,989 2,069,397

△ 287,272 208,977 947,230 △ 378,904 △ 618,592

334,406 12,518 248,646 236,589 215,790

508 85,005 0 0 0

0 500,000 0 0 200,000

47,642 △ 193,500 1,195,876 △ 142,315 △ 602,802

20,925,098 22,030,783 21,361,923 22,417,902 22,839,003

41,354,512 42,251,716 43,917,292 43,815,622 44,707,756

50,441,991 50,938,852 52,854,229 51,312,015 51,691,943

0.52 0.52 0.49 0.51 0.51

3.8% 4.2% 5.8% 5.2% 4.0%

10.3% 9.6% 8.9% 8.7% 9.0%

3,758,768 3,271,286 3,519,932 3,756,521 3,772,311

7,967,321 7,059,238 6,877,740 7,066,721 6,908,163

110,750,466 112,833,060 116,094,514 115,229,455 111,748,795

12,284,456 16,914,915 18,715,896 18,420,608 18,958,920

87.9% 88.5% 85.6% 88.2% 88.7%経 常 収 支 比 率

基 準 財 政 需 要 額

標 準 財 政 規 模

財 政 力 指 数

実 質 収 支 比 率

実 質 公 債 費 比 率

積 立 金
現 在 高

財 政 調 整 基 金

繰 上 償 還 金

積 立 金 取 崩 し 額

実 質 単 年 度 収 支

基 準 財 政 収 入 額

地 方 債 現 在 高

債 務 負 担 行 為 額

区　　　　　　分

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額

翌 年 度 へ 繰 越 す べ き 財 源

実 質 収 支

そ の 他

単 年 度 収 支

積 立 金
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　世界平和都市宣言  （昭和33年 3月29日制定）
　交通安全都市宣言 （昭和37年 3月26日制定）
　暴力追放都市宣言 （昭和38年10月11日制定）
　飲酒運転追放都市宣言 （昭和47年 9月22日制定）
　暴走族追放都市宣言 （昭和56年 3月24日制定）
　非核平和都市宣言 （昭和58年 3月28日制定）
　人権尊重都市宣言 （昭和62年 6月22日制定）
　福祉都市宣言 （平成元年 9月26日制定）
　環境宣言 （平成 5年 3月25日制定）
　男女共同参画都市宣言 （平成16年10月 7日制定）

鳥取市民憲章 （平成２１年１０月１日制定）

一 笑顔で親切、明るいまちをつくります。

一 礼儀正しく、さわやかなまちをつくります。

一 力をあわせ、元気あふれるまちをつくります。

一 自然を愛し、美しいまちをつくります。

一 郷土に誇りをもち、心ゆたかなまちをつくります。

都 市 宣 言

鳥取砂丘をのぞみ千代川がながれる歴史あるふるさと鳥取市。
わたくしたち鳥取市民は、このめぐまれた自然と因幡の伝統文化を誇りとし、

未来に向けて心ゆたかにいきるため、ここに憲章をさだめます。
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